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01 開発の経緯
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CLT＋鉄骨のハイブリッ
ド構造システムの開発

みやぎCLT 普及促進事業（CLT 
活用技術創出事業）による開発
事業主体：物林(株)

低層（1.2層）の工作物、建築物
• 公園の休憩所
• イベントなどの
• 仮設店舗 etc

本プロジェクト

林野庁補助事業（CLT建築実証支援）による開発
事業主体：宮城県CLT協議会、東北大・前田研、堀江研



01 東北の森林資源を活用した木造建築普及推進

宮城県CLT等普及推進協議会

2023/9/5 東北大学大学院 工学研究科 都市・建築学専攻 前田研究室 4



目次

2023/9/5 東北大学大学院 工学研究科 都市・建築学専攻 前田研究室 5

01 設計・開発の背景

02 建築概要
-概要
- コンセプト
-図面

03 CLT壁+鉄骨梁ハイブリッド構造システムの開発

04 構造計画・設計

05 今後の展望



02 建築概要

場所：仙台市青葉区川内追廻地内

敷地面積：3,178m2

工事種別：新築

用途 ：事務所休憩所

構造 ：木造（CLTパネル造)

構造計算ルート

：CLTパネル工法ルート１

規模 ：地上１階建て

最高高さ ：2.75m

最高軒高 ：2.42m

建築面積 ：76.31m2

延べ面積 ：76.31m2

建蔽率 ：2.41%

容積率 ：2.41%

認可・許可：基準法第85条仮設
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02 建築概要｜コンセプト
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自由に使えるユニット



02 建築概要｜コンセプト
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自由に使えるユニット
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平面図 立面図

断面図

CLTユニット

02 建築概要｜図面
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CLT壁

CLT床

せん断接合部

引張接合部

地震力

引張

せん断

03 CLT壁と鉄骨梁ハイブリッド構造システムの開発｜概要

従来の構造システム｜引きボルト

せん断

地震力

提案する構造システム

せん断

引張

シンプルな接合法

ボルトへのめり込みにより
①引張、②せん断に抵抗
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03 CLT壁と鉄骨梁ハイブリッド構造システムの開発｜構造面のメリット

ＣＬＴ床のめり込み

ロッキング変形が生じやすい

繊維直角方向

地震⼒

CLT壁の縦圧縮

回転剛性の向上

繊維平⾏方向

地震⼒
従来の構造システム｜引きボルト 提案する構造システム
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03 CLT壁と鉄骨梁ハイブリッド構造システムの開発｜構造面のメリット
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03 CLT壁と鉄骨梁ハイブリッド構造システムの開発｜施工面のメリット

floor

wall

ボルト孔

⾼い施⼯精度が必要

引きボルト

立面 断面

従来の構造システム｜引きボルト 提案する構造システム

鉄骨梁の上に配置し、ボルトで留めるのみ



15
本建物を公園内の東屋として活用予定

鉄骨梁と鋼板のボルトを
外すことで、CLT壁を再利用できる

03 CLT壁と鉄骨梁ハイブリッド構造システムの開発｜REUSEできる
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収支で5.9tのGHG排出量の削減効果

03 CLT壁と鉄骨梁ハイブリッド構造システムの開発｜環境性能

木の炭素固定の効果 GHG(Green House Gas)排出量の計算

CO2の
固定

自家用乗用車を1人で「地球１周」
運転したときに発生するGHG排出量に相当

GHG排出量
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04 構造計画・設計｜平面計画

ユニットを鉄骨梁で接続  離す、壁のない空間など自由な配置
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04 構造計画・設計｜屋根伏図とCLT屋根パネルの割り付け

宮城県内で製造できるCLTパネル
幅1.2m×長さ8m
西北プライウッド
を使用
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04 構造計画・設計｜軒の出2.75mの片持ちCLT屋根｜たわみ観測
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05 今後の展望 ｜ もりの案内所

青葉山公園内に移築予定（ 2024年度に）

解体・移動・再構築における

建設コスト

環境負荷（GHG排出量）

 廃棄して、新築する場合との比較

等のデータを取得し検討
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05 今後の展望 ｜ Green Building を目指して

CLTを普及させるためのハイブリッド構造の開発
特徴

 CLT壁と鉄骨の床システム
 CLTパネルを標準ユニット
化して、コスト削減

目標

 木造ビルが普通に建っている街
並みの風景を目指して
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05 今後の展望 ｜ Green Building を目指して

林野庁・ＣＬＴ等木質建築部材技術開発・普及事業

「ＣＬＴパネルと鉄骨架構によるハイブリッド型木造構造システムの開発」

実施主体：東北大学前田研究室、堀江建築工学研究所、宮城県CLT等普及推進協議会、ほか

目標：非木造建築が主流である中層集合住宅やオフィスなどを木質化するための

建築構造のプロトタイプを提案する。

4階建オフィスビル 4階建マンション
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05 今後の展望 ｜ Green Building を目指して

CLT耐震壁＋鉄骨フレーム CLT壁柱＋鉄骨梁

フレームを先に施工

軸力は鉄骨柱

CLT壁は水平力のみ負担

特徴

壁・梁・床の順に施工

CLT壁で軸力・水平力を負担

特徴
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05 今後の展望 ｜ Green Building を目指して

設計・施工が可能なプロトタイ
プを作成しました。

バリエーションを増やす検討も
進めています。

建設コストやCO2削減効果も目
に見える形で、提供します。

詳しくは、パンフレット
をご覧ください！
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05 今後の展望 ｜ 東北大学・未来社会デザインプログラム 2024

木とともにある社会の変革がもたらすレジリエントな未来都市と森林を目指して

日本・北欧・オセアニアのネッ
トワーク

10年後、20年後の理想的な未来
の都市・社会のイメージの共有

実現するための課題は何か

何をすればいいか

そんなことを皆さんと語りたいと
考えています。
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写真 太田拓実

可変型CLTユニット もりの案内所

ご清聴ありがとうございました


